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エリア内の床 ･壁 ･天井の仕上げ材には耐水 ･
耐薬品性の無溶剤型エポキシ樹脂及びケイ酸カル
シウム板を用いている｡これは本センターで日常
的に使用されている殺菌消毒薬 ･洗浄剤を用いた
検査により､損傷や溶解がないか確認 し決定した｡
衛生管理に使用する水は塩素濃度50ppm程度の弱
酸性水とし､動物の飲水にはろ過滅菌された除菌
水を用いている｡
本センターでは､感染動物飼育エリア以外の4
つの異なるエリアが同じフロアに設置されている
ことから､エリア間での汚染の危険性が懸念され
る｡SPFエリア設置に当たり､各エリア境界線に
は緩衝エリアとして前室を設け､前室における着
衣･履物の交換､物品の消毒作業を徹底している｡
空気の流れ､施設の構造､機能を考慮し､人や物
の移動制限を設けている｡
管理体制
本センターの管理運営は､医用生物センター委
員会及び川崎医科大学動物実験委員会等の関連委
員会のもとに維持されている｡運営方針は常に変
化する医学研究の動向や学内利用者の構成等に合
わせ､検討されているO
近年では､改正された ｢動物の愛護及び管理に
関する法律｣及び関連法規､基準､ガイ ドライン
に対応し､センター使用規定等を改正するなど､
法に則した管理体制の実施を目指している｡
また､本センターでは実験動物委員会から指導
･依頼を受け､動物の取り扱い方､実験処置につ
いてモニタリングを行っている｡動物実験計画書
記載内容､本学指針等に照らして問題があると判
断された場合は､動物実験委員会にその旨を報告
している｡
今後の展望
今後は､新設されたSPFエリアを維持していく
ためのノウハウをより充実するとともに､実験動
物 ･動物実験に関する情報の積極的な収集と利用
者-の周知に尽力したいOまた､より多くの動物
実験技術を習得し､センター職員による技術面で
のサポー ト体制を整えていくことを今後の課題と
している｡
